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車の点検と手入れ

マニュアルトランスミッション（2WD）車 マニュアルトランスミッション（4WD）車

(FULL) (ADD)

PTO

(FULL) (ADD)

マニュアルトランスミッション（2WD）車 マニュアルトランスミッション（4WD）車

・ Smoother-Ex 車にはフロントPTO点検口はありません。
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車の点検と手入れ

フロントPTOギヤオイルの交換

・ 排出したオイルの廃棄 ･処理は、規定の方法で行ってください。

排出したオイルの処理が問題となりますので《マツダ販売店》で行ってください。
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7-117車の点検と手入れ

● ウインドーウォッシャー液 7-118

● ワイパーブレード 7-119

● ランプ（灯火装置）･ターンシグナルランプ（方向指示器） 7-121

● バッテリー 7-122

その他の点検 ･手入れ
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車の点検と手入れ

ウインドーウォッシャー液

ウインドーウォッシャー液は、汚れなどを落とす役割をしています。

ワイパー ･ウインドーウォッシャーの点検
ウインドーウォッシャータンク内の液量を確認します。また、ウインドーウォッ
シャー液を噴射し、ワイパーを作動させたとき、ふき残しがないか点検してください。
このとき、ウインドーウォッシャー液の噴射状態も点検してください。

ウインドーウォッシャー液の補給

・ 新車出荷時には水道水のみを入れてあります。時期に合わせて濃度を調整し
てください。

・ 粗悪品、不凍液、石けん水は、使用しないでください。ノズルの詰まりや、
塗装面に悪影響を与えるおそれがあります。

・ タンクが空のままでウォッシャーを使用しないでください。モーターが破損
することがあります。

ウォッシャー液タンクは助手席インストルメント
パネル左側にあります。キャップを取り外して混
合したウインドーウォッシャー液を補給します。

ウインドーウォッシャー液の混合割合

容量［参考値］ 時　期 水道水 ウインドー
ウォッシャー液 凍結温度

標準キャブ車：2.9L
ハイキャブ ･
ワイドキャブ車：3.1L

通常 2 1 -10℃程度
冬期 1 1 -20℃程度
厳寒 0 原液を使用 -50℃程度
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車の点検と手入れ

ワイパーブレード

ワイパーブレードは、雨や雪または汚れなどをふき取り視界を確保する役割をして
います。交換する場合は《マツダ純正部品》の使用をお奨めします。

ワイパーブレードの点検
ウインドーウォッシャー液を噴射し、ワイパーを作動させたとき、ふき残しがない

か点検してください。また、“ （間欠）”、“LO（低速）”および“HI（高速）”の
各作動が不良でないか点検します。

ワイパーブレードの交換

取り外し
 ① ワイパーアームを起こします。
 ② ワイパーブレードのツメをワイパーアーム

側に押しつけながらブレードを下側方向
（アーム付け根側）に押して外します。

 ③ ブレードとアームをほぼ直角にしてアーム
からブレードを抜き取ります。

取り付け
 ① ブレードをアームとほぼ直角にして差し込

みます。

1

2-1

2-2

3-2

3-1
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車の点検と手入れ

 ② ブレードをアームと同じ方向にしてブレー
ドがアームにロックするまで上方向に引き
上げます。

・ ワイパーブレードを取り外したとき、ワ
イパーアームを倒すと、フロントウイン
ドーガラスに傷をつけるおそれがありま
すので注意してください。

・ ワイパーブレードの取り付け後は、必ず
ロックされていることを確認してくださ
い。ワイパースイッチを入れたときワイ
パーブレード本体が不安定な状態になり
危険です。

ワイパーゴムの交換

取り外し
 ① ワイパーブレードをワイパーアームから取

り外します。
 ② ワイパーゴムを矢印の方向に引き、ワイパー

ブレードから引き抜きます。

取り付け
 ① 新しいワイパーゴムをワイパーブレードに

挿入します。

 ② ワイパーブレードのツメがワイパーゴムの
穴に入るまで挿入し、確実に入っているこ
とを確認します。

 ③ ワイパーブレードをワイパーアームに取り
付けます。
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ランプ（灯火装置）･ターンシグナルランプ（方向指示器）

車両にはさまざまなところにランプ類（灯火類）が用いられています。ランプ切れは、
思わぬ事故につながるおそれがあります。お車を安全にお使いいただくために、ラ
ンプの状態は必ず確認してください。交換する場合は《マツダ純正部品》の使用を
お奨めします。

灯火装置、方向指示器の点検

・ コーナリングランプは、ヘッドランプ（前照灯）が消灯している状態で、ター
ンシグナルスイッチ（方向指示器）を操作しても点灯しません。点灯する場
合は、システムの異常が考えられます。ただちに最寄りの《マツダ販売店》
で点検 ･整備を受けてください。

スタータースイッチを“ON”位置にし、ヘッドランプ（前照灯）、ターンシグナル
ランプ（方向指示器）、その他のランプ類の点灯、点滅を点検します。
また、ブレーキペダルを踏み、ストップランプ（制動灯）が点灯すること、シフトレバー
を“R（後退）”に入れてバックアップランプ（後退灯）が点灯することを点検します。
各ランプ類に変色、損傷がないか、確実に取り付けられているかも点検します。

ランプ（バルブ）類が点灯しないとき 
 → 8-16 ページ参照

フロント側
標準キャブ車 ハイキャブ ･ワイドキャブ車

/
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・ リフレクターは、はがしたり汚したりし
ないでください。他の車などからの視認
性が悪くなり、思わぬ事故につながるお
それがあります。

バッテリー

バッテリーは、エンジン始動時をはじめ、各種ランプ類、アクセサリーなど多くの
電装品を働かせる役目をしています。交換する場合は、《マツダ純正部品》の使用を
お奨めします。

メンテナンスデータ一覧 
 → 7-22 ページ参照

バッテリーの取り扱い上の注意

・ バッテリー液量が下限（LOWER LEVEL）以下で使用、充電すると劣化を早
めたり、発熱や爆発をするおそれがあります。

・ 万一、バッテリー液が目に入った場合は、すぐに大量の水で洗い流し、病院
で手当を受けてください。

・ バッテリーの近くで工具など金属性のものを扱うときは⊕端子に触れないよ
うに注意してください。車体が⊖ですから、ショートして危険です。

・ バッテリーからは、非常に燃えやすい可燃性ガスが発生しています。近くで
火花を飛ばしたり火気を使用することはやめてください。バッテリーから発
生する可燃性ガスに引火すると爆発するおそれがあり危険です。また、こぼ
れたバッテリー液をふき取るときは、ぬれた布を使ってふき取ってください。

リヤ側
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・ バッテリー点検時は必ずエンジンを停止させてください。
・ バッテリー液は、希硫酸です。手、衣類、金属部に付着させないようにご注
意ください。万一付いてしまったときはすぐに水で洗い流してください。

・ 端子を外す場合は、⊖端子から外してください。また、取り付ける場合は、
⊖端子を最後に取り付けてください。

・ バッテリーケーブルを取り付けるときは、⊕端子と⊖端子を逆に取り付けな
いでください。過電流が流れ、ジェネレーターや車体配線が焼損する原因に
なります。

・ 点検、補給するときは、バッテリー液をナイロンチューブ、ハーネス、エア
タンクなどに飛散させないようにし、付いてしまったときはすぐに水で洗い
流してください。特にナイロンチューブは酸に対して弱いため、破損するお
それがあります。

・ バッテリーチャージャーを使用するときは、必ずバッテリー端子を外してく
ださい。

バッテリーは常に清潔にするように心がけてください。汚れたままにすると、バッ
テリー液中に不純物が混入し、極板を傷めたり、バッテリー上面で漏電し、バッテリー
の寿命を短くする原因になります。

点検 ･整備をするときは
バッテリーを含め電気系統の点検 ･整備を行うと
きは、スタータースイッチを“LOCK”位置にし、
各スイッチを“OFF”にしてから、バッテリーの
⊖端子を取り外してから行ってください。
バッテリーを接続したまま点検 ･整備を行うと電
気部品を破損するおそれがあります。

バッテリーを取り外すときは
バッテリーを取り外すときは、バッテリーケーブルの⊖端子側から行ってください。
万一、⊖端子側のケーブルがバッテリーに接続された状態で工具などがバッテリー
の⊕端子と車体などに接触するとショートを起こし危険です。また、電気系統の故
障の原因になります。
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バッテリーを充電するときは
 ・ バッテリーを充電するときは、車両からバッ

テリーを取り外します。バッテリーキャッ
プを取り外し、風通しの良い場所で充電を
してください。バッテリーを車両に取り付
けたまま充電するときは、バッテリーケー
ブルを取り外してから行ってください。

 ・ 充電器をバッテリーに接続するときや取り
外すときは充電器のスイッチを必ず切って
から行ってください。

 ・ 急速充電を行うときは、必ずバッテリー
ケーブルを取り外して行ってください。
バッテリーケーブルを接続したまま急速充
電を行うとジェネレーターが焼損するおそ
れがあります。

バッテリーを取り付けるときは
 1. バッテリーを車両に取り付けるときは、バッテリーの向きに注意し、ガタつき

がないようにしっかりと取り付けてください。取り付けが不完全な場合、走行
中の振動などでバッテリーケースや極板を傷める原因になります。

 2. バッテリーケーブルを取り付けるときは、バッテリーの⊕端子側から行い、最
後に⊖端子を取り付けてください。

バッテリーから直接電源を取り出すときは
バッテリーから直接 12Vの電源を取り出さないでください。
バッテリーから電源を取り出したいときは、最寄りの《マツダ販売店》にご相談く
ださい。
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バッテリー液量の点検

シングルキャブ車
バッテリーは外側のシャシ中央付近にあります。
バッテリーカバーを外し、バッテリーケース内の
液面が規定内にあるか点検します。
液 面 が“UPPER LEVEL”と“LOWER LEVEL”
の範囲内にあれば適量です。液面がわかりにくい
ときは車を上下にゆすってください。
レベル表示のないものは、液面が極板上 10 ～
15mmにあれば適量です。

ダブルキャブ車
後席左下にあるバッテリー点検口を開けて点検し
てください。
キャップを外して中をのぞき、液面が極板上 10
～ 15mmにあれば適量です。

UPPER
LEVEL

LOWER
LEVEL

10 15mm
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消防車
バッテリーは外側のキャブ後方左側にあります。
バッテリーカバーを外し、バッテリーケース内の
液面が規定内にあるか点検します。
液 面 が“UPPER LEVEL”と“LOWER LEVEL”
の範囲内にあれば適量です。液面がわかりにくい
ときは車を上下にゆすってください。
レベル表示のないものは、液面が極板上 10 ～
15mmにあれば適量です。

バッテリー液の補給

・ バッテリー液を補給するときは、“UPPER LEVEL”を超えて補給しないでく
ださい。バッテリー液がこぼれてバッテリー端子などの腐食の原因になりま
す。バッテリー液をこぼした場合は、すぐに水できれいに洗い流してください。

・ バッテリー液を補給したときは、必ず充電（走行）してください。特に冬季
はバッテリー液が凍結し、バッテリーケースを破損させるおそれがあります。

・ バッテリー液の減少が激しい場合は、ただちに《マツダ販売店》で点検を受
けてください。

バッテリー液が不足している場合は、バッテリーカバーを外しキャップをとり、蒸
留水を“UPPER LEVEL”の線または、極板上 10～ 15mm近くまで補給してくだ
さい。補給後、キャップとバッテリーカバーは確実に取り付けてください。

UPPER
LEVEL

LOWER
LEVEL

10 15mm
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ターミナル部の点検
 ① ターミナル部にゆるみや腐食がないか点検

します。
 ② ターミナル部が腐食して白い粉が付いてい

るときはぬるま湯で洗い流し、よくふき取
ります。腐食がひどいときはワイヤーブラ
シやサンドペーパーで磨いてください。

 ③ 清掃後はターミナル部にマツダ純正汎用グ
リースを薄く塗り、ゆるみが生じないよう
に確実にバッテリーケーブルを取り付けま
す。 
バッテリー上がりのときの処置は 8-8 ペー
ジの“バッテリーがあがったとき”を参照
してください。
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7-129車の点検と手入れ

● 車外の手入れ 7-130

● 車内の手入れ 7-134

● ラジエーターコア、インタークーラーコアの洗浄 7-137

車内外の手入れ
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車外の手入れ

洗　車
車体に異物がついたままにしておくと塗装面や
メッキ部に化学変化が生じシミ、変色、さび、ま
たは部品の腐食などの原因となったり、車両各部
の作動部分にはさまったり、抵抗を与えたりし、
機能的な悪影響を与える場合があります。次のよ
うな場合には、必ず洗車をして異物を洗い落とし
てください。
 ・ 塗装面にコールタールや油煙などの油分、

ばい煙、鉄粉、虫のしがい、鳥のふん、樹
液などが付着したとき。

 ・ 海岸地帯を走行したとき。
 ・ 凍結防止剤を散布してある道路を走行した

とき。
 ・ 泥、ほこりなどにより著しく汚れたとき。
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洗車のしかた

・ ホースなどで水をかけるときは、エアイ
ンテークダクト（空気取り入れ口）に水
が入らないようにしてください。

・ 高圧洗浄機を使用するときは、高温、高
圧のものは避けてください。樹脂部品の
熱変形、破損、また車内への水漏れのお
それがあります。

・ 高圧洗浄機を使用するときは、洗車ノズ
ルと車体との距離は 40cm 以上離し、ド
アガラスに対してはノズルを垂直に向け
てください。

・ 高圧洗浄機でハーネスコネクターに直接
水をかけないでください。故障の原因と
なります。

・ エンジンルーム内の電気部品やコネク
ターなどに水をかけないでください。エ
ンジン始動不良やエンジンの不調、さび、
電気部品の故障などの原因になります。

・ 室内に直接水をかけて洗浄しないでくだ
さい。電子制御機器および電気部品の誤
作動や故障の原因となり、また床がさび
る原因となります。

( )
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・ 濃彩色車やメタリック車は自動洗車機を使用すると塗装面にブラシの傷がつ
き光沢がなくなり、スリ傷がめだちやすくなります。

・ ミラーやアンテナを格納した状態で洗車をしてください。
・ 洗車をするときは、ベンジン、ガソリンなどの有機溶剤や酸または、アルカ
リ性の溶剤は使用しないでください。変色やしみ ･塗装はがれの原因となる
おそれがあります。

・ 洗剤分は完全に洗い流し、ふき取ってください。特に有機溶剤系（ガソリン
などを含む）の洗剤を使用した場合、ふき取りが不完全な状態で放置すると
コンビネーションランプのレンズ周辺に細かいヒビが発生するおそれがあり
ます。使用する前に洗剤の取扱説明書を良くお読みください。

・ 樹脂製フロントバンパーは雨などによって大気中のホコリなどが付着した場
合、汚れが落ちにくくなることがあります。 
市販のクリーナを使用して汚れを落とし、樹脂製品用ワックスをかけてくだ
さい。

 ① 水道の水圧を上げ、車体の下回り、足回り、
車台番号部を洗います。

 ② 各部を完全に閉め、中性洗剤で洗います。
 ③ タイヤはブラシに洗剤をつけて洗います。
 ④ 洗剤分を完全に洗い流したあとセーム皮な

どで、はん点が残らないように、水分をふ
き取ります。

  車台番号 → 1-3 ページ参照

車の保管について
お車の美しさをながく保つためには保管場所にも注意してください。
次のような場所での保管や長時間の駐車は塗装面に化学変化を生じ、シミ、変色、
さび、または部品の腐食などを起こす原因となります。
 ・ 油分、ばい煙、油煙、鉄粉などの付着が多い場所。
 ・ 薬品などの化学物質を排出する工場周辺。
 ・ 海岸地帯。
 ・ 虫のしがい、鳥のふん、樹液などの付着が多い場所。
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ワックスのかけかた

・ ウインドーガラスにはワックスをかけないでください。光が乱反射して視界
を妨げ危険です。

・ 磨き粉（コンパウンド）入りのワックスは使用しないでください。塗装や樹
脂部品の表面に傷が付くことがあります。

・ ゴム部にワックスが付着すると白くなり取れなくなります。

・ ウインドーガラスにワックスをかけないでください。ワックス皮膜による雨
天での視界不良や、ワイパーのビビリの原因になります。

・ ウインドーガラスにエンジンオイル、グリースが付着したときは、シミ、変
色などの原因になりますので早めに取り除いてください。

月に 1～ 2回、または水はじきが悪くなったときに塗装面とメッキ部にかけてくだ
さい。ワックスがけは日陰で、塗装面が 40℃以下のときに行ってください。

ウインドーガラスの手入れ
ワイパーのふき取りが悪くなった場合はマツダ純
正ガラスクリーナを使って清掃してください。
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車内の手入れ

カークリーナや電気掃除機などでほこりを取り除き、水または、ぬるま湯を含ませ
た布で軽くふき取ります。

・ 車内の清掃をするときは、車内に水をかけないでください。オーディオやフ
ロアーカーペット下にある電気部品などに水がかかると、車両故障の原因と
なったり、車両火災につながるおそれがあり、危険です。

・ シートベルトの清掃にベンジンやガソリンなどの有機溶剤を使用しないでく
ださい。 
また、ベルトを漂白したり、染めたりしないでください。シートベルトの強
度や性能が低下し、衝突などのとき十分な効果を発揮せず、生命にかかわる
重大な傷害を受けるおそれがあり、危険です。清掃するときは中性洗剤をう
すめたぬるま湯などを使用し、乾くまでシートベルトを使用しないでくださ
い。

・ 車内の手入れをするときは、ベンジン、ガソリンなどの有機溶剤や酸または、
アルカリ性の溶剤は使用しないでください。変色やしみの原因になります。
また、各種クリーナ類には、これらの成分が含まれているおそれがあります。
よく確認のうえ使用してください。

・ 芳香剤（液体 ･固体 ･ゲル状 ･プレートタイプなど）を内装品（エアコンや
オーディオなど）に直接ふれたり、こぼしたりしないよう注意してください。
含まれる成分によっては変色やしみ ･塗装はがれの原因となるおそれがあり
ます。

・ ガラスの内側を清掃するときは、コンパウンドが含まれているガラスクリー
ナを使用しないでください。清掃は水または、ぬるま湯を含ませた布で軽く
ふいてください。

・ シートの下に手を入れて清掃するときや物を拾うときは、シートレールやシー
トフレームにあたりケガをするおそれがありますので十分に注意してくださ
い。
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シートベルトの手入れ
シートベルトの汚れなどは、シートベルトの巻き取り不良の原因になりますので、
日頃の点検手入れを行ってください。

・ シートベルトの漂白や染色、またガソリン、シンナーなどの揮発剤で汚れを
落とすことはシートベルト地を弱める原因になります。

・ バックルの中に異物が入ったとき、異物を取り除くためにシートベルトの分
解をすることはやめてください。必ず《マツダ販売店》で点検、整備を受け
てください。

ベルト折り返し部の汚れ

・ 布を折り返し部に通すときや、しつこい汚れを落とすために工具などを使用
しないでください。樹脂部分やシートベルトを破損するおそれがあります。

 ① 5cm 程の幅の布（木綿の手ぬぐい、ガーゼ
など）を短冊にしてください。

 ② ぬるま湯に約 5%程度の中性洗剤を混ぜて
ください。

 ③ 布をぬるま湯にひたし、シートベルトの折
り返し部に通し、汚れが見えなくなるまで
縦横にこすってください。

 ④ 布を抜き、乾いた布を使用して水分を十分
にふき取り日陰で乾燥させてください。

 ⑤ シートベルトの巻き取り状態を確認してく
ださい。

ベルト部の汚れ

・ 各部分の手入れをしてもシートベルトの巻き取り状態が悪いときは、ベルト
部分がピラートリムと干渉しているおそれがありますので、《マツダ販売店》
で点検、整備を受けてください。

・ 巻き取り状態が悪い場合や、取り付け部のゆるみ、金属部分の変形、ベルト
の傷、糸のほつれ、色あせなどを点検し、異常があれば《マツダ販売店》で
新品と交換してください。
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 ① ベルト部を全て引出し、裏表の色の違いを
比較してください。

 ② ぬるま湯に約 5%程度の中性洗剤を混ぜて
ください。

 ③ 爪等を洗うときに使用するブラシ（毛先が
ナイロン等の柔らかいもの）をぬるま湯に
ひたし、汚れを落としてください。

 ④ 乾いた布を使用してベルト部の水分を十分
にふき取り日陰で乾燥させてください。

 ⑤ シートベルトの巻き取り状態を確認してく
ださい。

シート（布地）、カーペットの手入れ
ほこりやゴミは、家庭用の電気掃除機で吸い取ってください。
カーペットは取り外さないでください。飲食物やその他のシミは家庭用品に準じた
方法で取り除いてください。
洗剤は中性洗剤または高級アルコール系合成洗剤と表示しているものをお使いくだ
さい。
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ラジエーターコア、インタークーラーコアの洗浄

ラジエーターコアやインタークーラーコアが泥や
ほこりで汚れていると冷却性能が低下したり、コ
アの腐食原因になります。定期的に水道水で水洗
いをしてください。

・ 洗浄をするときは、必ずエンジンを停止し
てスタータースイッチからキーを抜いて作
業を行ってください。

・ 運転直後のエンジン本体、排気管、ラジエー
ター等の各部は高温になっています。やけ
どをしないように注意してください。洗浄
するときはエンジン等が冷えた状態で行っ
てください。

・ ラジエーターやインタークーラーおよび
周辺部位を高圧洗浄しないでください。
故障の原因になります。

・ ラジエーターコアやインタークーラーコ
アを洗浄するときは、フィンなどをつぶ
したり、傷つけたりしないでください。

・ フィンは非常に弱いため、変形しないよ
う注意してください。フィンが変形する
と冷却性能が低下します。

・ 洗浄時は周辺の電装品や配線に水がかか
らないよう、処理をしてから洗浄してく
ださい。

・ ラジエーターコアやインタークーラーコ
アを洗浄しても汚れが落ちないときは最
寄りの《マツダ販売店》で点検整備を受
けてください。
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● 走行中、車が故障したとき 8-2

● 発炎筒（緊急保安炎筒） 8-2

● パンクしたとき 8-4

● 走行中エンジンが停止したとき 8-4

● エンストをして再始動ができなくなったとき 8-5

● 踏切内で動けなくなったとき 8-6

● ブレーキが効かなくなったとき 8-6

● シフトレバーが“P”の位置から動かなくなったとき 8-7

● バッテリーがあがったとき 8-8

● 燃料切れしたとき 8-10

● 警告ブザーが鳴ったとき 8-12

● オーバーヒートしたときは（水温計を含む） 8-13

● ランプ（バルブ）類が点灯しないとき 8-16

● ヒューズとリレーの交換 8-40

● スローブローヒューズが溶断したとき 8-46

● 事故をおこしたとき 8-47

● 悪路に落ち込んだとき 8-47

● けん引するとき 8-48

8万一のとき
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走行中、車が故障したとき

 ① ハザードランプ（非常点滅灯）を点滅させて、
すぐに安全で交通の妨げにならない場所（路
肩、路側帯）に車を寄せます。車両後方に
発炎筒または、停止表示板（停止表示灯）
を置き表示してください。（高速道路や、自
動車専用道路では義務付けられています。）

 ② 同乗者を車から降ろし安全な場所に待機さ
せてください。

 ③ 安全な場所を歩き、最寄りの電話または、
非常電話を使って故障状況などを連絡して
ください。

【万一、燃料が漏れたら】
・ 車から燃料が漏れているときに、火気があると火災を起こすおそれがありま
す。エンジンをすぐに停止させてください。また、発炎筒は離れた場所で使
用してください。

発炎筒（緊急保安炎筒）

運転席の左足元に発炎筒（緊急保安炎筒）があり
ます。踏切、高速道路など危険が予想される場所
で故障した場合に着火して非常事態を知らせま
す。発炎は約 5分間です。
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・ トンネル内では視界が悪くなり危険なので使用しないでください。この場合
は停止表示板、ハザードランプ（非常点滅灯）および懐中電灯などを使用し、
合図をしてください。

・ 発炎のおそれがありますのでお子様にさわらせないように注意してください。
・ 点火するとき、筒先を顔や体に向けないでください。やけどをするおそれが
あります。

・ ガソリンや可燃物のそばでは使用しないでください。引火をするおそれがあ
り危険です。

・ 一度使用したり、有効期限を過ぎたものは必ず新しいものと交換してくださ
い。

・ 豪雨のとき使用する場合はできるだけ降雨方向に向けないようにご注意くだ
さい。

・ 有効期限が過ぎたもの、破損したものは新品と交換してください。

着火のしかた
 ① ひねりながら本体を取り外します。

 ② 本体の先端の薬部とケース先端のスリ薬部
を擦り着火します。

 ③ 平らな場所に立てます。
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パンクしたとき

走行中にタイヤがパンクしたときは、急ブレーキ
をさけ、ハンドルをしっかりと握り、停車します。
タイヤの交換は、他の運転者や通行者の妨害にな
らない、平坦地を選んで行います。

スペアタイヤ   → 7-97 ページ参照
ジャッキ   → 7-9 ページ参照
タイヤの交換   → 7-90 ページ参照

走行中エンジンが停止したとき

ブレーキ倍力装置が作動しなくなり、ブレーキの
効きが悪くなります。あわてないでブレーキペダ
ルを踏んで減速し、ただちに安全な場所に停車し
て点検してください。エンジンが始動できないと
きは、ただちに《マツダ販売店》で点検 ･修理を
受けてください。

・ 運転操作に変化が生じますので次の方法で安全な場所に停車してください。
- ブレーキ倍力装置が作用しなくなり、ブレーキの効きが大変悪くなります。
ブレーキペダルを通常より強く踏んでください。
- パワーステアリング（ハンドル操作力軽減装置）装置が効かなくなるため、
ハンドル操作が重くなります。通常よりハンドルを強めに操作してくださ
い。
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エンストをして再始動ができなくなったとき

スターターの回らないマニュアルトランスミッション車は、シフトレバーを“N”位
置に操作し、安全な場所まで押して脱出してください。
Smoother-Ex 車は、シフトレバーを“N”位置に操作してシフトインジケーターの
表示が“N”の場合は安全な場所まで押して脱出してください。もし“N”以外の表
示の場合は、非常用スイッチを“ON”にして、シフトレバーを“N”位置に操作し、
シフトインジケーターの表示が“N”に切り替わったことを確認して、安全な場所ま
で押して脱出してください。

Smoother-Ex の故障時 
  → 4-101 ページ参照
けん引するとき   → 8-48 ページ参照

・ HSA装着車は、HSA OFF スイッチを押し、HSAを解除してください。

  HSA OFF スイッチ → 4-107 ページ参照

・ 非常の場合、マニュアルトランスミッション車でスターターが回るときは、
シフトレバーを状況に応じて“R（後退）”、“1（1 速）”“2（2 速）”位置に操
作します。 
次にクラッチペダルから足を離したままスタータースイッチを回し続けて車
を移動させます。
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踏切内で動けなくなったとき

・ 踏切内で動けなくなったときにはまず、
車を線路の外へ移動させます。脱輪など
で、どうしても脱出できないときや、緊
急を要する場合は、発炎筒（緊急保安炎筒）
や踏切に備え付けられた報知装置で緊急
事態を知らせてください。

発炎筒（緊急保安炎筒） → 8-2 ページ参照

ブレーキが効かなくなったとき

不測の事態でブレーキが効かなくなった場合は、
シフトレバーでギヤを 3速→ 2速→ 1速へ素早
くシフトダウンしてスピードを落とし、ハンドル
をしっかり握りながらパーキングブレーキレバー
を徐々に引き、道路の左側に車を止めてください。

・ 高速からいきなり、パーキングブレーキレバーをいっぱいに引くことは大変
危険です。シフトダウンして十分にスピードを落としてからパーキングブレー
キレバーを徐々に引くようにしてください。

・ 山岳路などでは緊急避難場所（道路の左側の砂山のうねりが重なっている所）
に乗り上げるか、最悪の場合には、ガードレールや崖などに車体の側面をこ
すりつけたり、道路側溝に前後の片輪を落としたりして車を止めてください。
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シフトレバーが“P”の位置から動かなくなったとき

シフトレバーが“P”の位置から動かなくなったときは、以下の操作をしてください。

 ① 非常シフトロック解除ボタンを押します。
 ② 非常シフトロック解除ボタンを押しながら、

シフトレバーを操作します。以上の操作を
何度繰り返しても“P”位置から動かないと
きは、《マツダ販売店》で点検を受けてくだ
さい。

・ バッテリー上がり時以外での作動不良は、シフトロック機能の故障が考えら
れます。ただちに《マツダ販売店》で点検を受けてください。

・ バッテリー上がり時に、シフトレバーを“P”位置から動かす場合も同様の操
作をしてください。
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バッテリーがあがったとき

ブースターケーブル（別売）を使い、他車のバッテリーを利用し、次の順序でエン
ジンを始動させます。

・ 安全および車両保護のため、押しがけによる始動はやめてください。
・ 救援車は故障車と同じ電圧のバッテリーを装着している車を使用してくださ
い。

・ ⊕極と⊖極を接触させないでください。
・ ブースターケーブルを接続するとき、クリップどうしを接触させないでくだ
さい。

・ バッテリーの充電は《マツダ販売店》などへ依頼してください。
・ エンジンをかけた状態でバッテリー端子を外さないでください。電気系統の
故障原因となります。

消防車を除く 消防車

UPPER
LEVEL

LOWER
LEVEL

UPPER
LEVEL

LOWER
LEVEL

 ① 故障車のバッテリー液量を点検します。

シングルキャブ車   → 7-125 ページ参照
ダブルキャブ車   → 7-125 ページ参照
消防車   → 7-126 ページ参照

 ② 同じ電圧（24V）の車を救援車にします。
 ③ バッテリーカバーを外し、図の番号順にブースターケーブルを接続します。
 ④ ブースターケーブル接続後、救援車のエンジンを始動します。
 ⑤ 救援車のエンジン回転を少し高めにし、故障車のエンジンを始動します。
 ⑥ エンジンが始動できれば接続したときと逆の順序でブースターケーブルを外し

ます。
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・ 寒冷地などでエンジンが始動しにくいときは、正常車（救援車）のエンジン
を始動して数分たってから故障車のエンジンを始動してください。

3

4

1
2

・ ブースターケーブルを接続する前にバッテリー液量を確認してください。バッ
テリー液量が下限（LOWER LEVEL）以下のままで使用、充電すると劣化を
早めたり、発熱や爆発のおそれがあります。バッテリー液を補充してから作
業してください。

・ 故障車のフレーム❹にブースターケーブルを接続するとき火花が飛ぶことが
あります。このためバッテリー近くに接続するとバッテリーから発生する可
燃性ガスに引火して爆発するおそれがありますので、なるべく離れた位置を
選んでください。

・ ブースターケーブルの⊕側を⊖側と接触させたり、ボデーに接触させたりし
ないでください。

・ 火気を近づけないでください。
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燃料切れしたとき

燃料切れしたときは、燃料系統に空気が混入し燃料を補給しただけではエンジンの
始動はできません。次の要領で燃料系統のエア抜きをします。

・ 車体やキャブ下エンジンルームに付着した燃料はきれいにふき取ってくださ
い。火災の原因になります。

・ エンジンの始動は、必ず運転席に座って行ってください。 
窓越し、またはドアを開けて運転席に座っていない状態ではシフトレバーの
“N”位置を確認できないため、マニュアルトランスミッション車では万一シ
フトレバーが“N”位置以外でエンジンを始動すると、車が動くので注意し
てください。
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万一のとき

エア抜きのしかた

・ エア抜き作業が不十分なときには、エンジン不調になるおそれがありますの
でエンジン始動後の手順を必ず実施してください。

 ① ハンドポンプのエア抜きプラグ部の下に燃
料受け皿を準備し、エア抜きプラグのゴム
キャップを取り外します。透明なホース等
をエア抜きプラグに取り付け、燃料が飛散
しないようにします。エア抜きプラグを十
分にゆるめます。

 ② ハンドポンプのエア抜きプラグ部からエア
混じりの燃料が出なくなるまでハンドポン
プを 20 回以上上下に動かします。

 ③ ハンドポンプのエア抜きプラグを十分に締
め付け、プラグ部周辺に付着した燃料をき
れいにふき取ります。

 ④ 更にハンドポンプを重くなるまで上下させ、
燃料系統のエアを燃料噴射ポンプへ送りま
す。

 ⑤ アクセルペダルは踏まずにスターターを回
し、エンジンを始動させます。

 ⑥ エンジン始動後、アイドリング回転を 5 秒
間保持します。

 ⑦ アクセルペダルをいっぱいに踏み込み、最
高回転まで吹き上げます。 
（この操作を数回繰り返してください。）
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警告ブザーが鳴ったとき

バキューム警告ブザー
スタータースイッチが“ON”位置のとき、また
は運転中にブレーキ倍力装置のバキュームが不足
したとき、排気ブレーキ装着車は排気ブレーキ使
用中に排気ブレーキに異常があるとブザーが鳴り
警告します。このとき、同時にバキューム警告灯
が点灯します。

・ 排気ブレーキ装着車は排気ブレーキを使用中に警告ブザーが鳴ったときは、
まず、安全な場所に停車して、以下の処置をしてください。
- エンジンをかけたまま、排気ブレーキスイッチを切り、数秒後にブザーが
鳴りやんだ場合は、排気ブレーキ系の異常です。《マツダ販売店》で点検を
受けてください。
- ブザーが鳴りやまない場合は、フットブレーキ（主ブレーキ）のブレーキ
倍力装置が異常です。ただちに《マツダ販売店》で点検を受けてください。
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オーバーヒートしたときは（水温計を含む）

水　温　計
エンジンの力が落ちて水温計（テンプメーター）の指針がセーフティーゾーンを超
え“H”のほうに近づいていたらオーバーヒート気味です。オーバーヒート警告灯が
点灯し、ブザーが鳴ります。ただちに、次の処置をとってください。

オーバーヒートしたときの点検 ･処置
 ① ハザードランプ（非常点滅灯）を点滅させて、

すぐに安全で交通の妨げにならない場所（路
肩、路側帯）に車を移動させ停車させます。

 ② エンジンはかけたままアイドリング状態に
して、しばらくエンジンを冷やします。

・ すぐにエンジンを止めるとエンジン焼き
付きの原因になります。

 ③ 水温計の指針が中央付近まで下がってきた
ら、エンジンを止めます。

・ 冷却水が高温のときラジエーターやリザーブタンクのキャップを外さないで
ください。むやみに外すと蒸気が吹き出し、やけどをします。また冷却水温
度も高温になっていますので、熱湯などによるやけどをするおそれがありま
す。点検 ･補給 ･交換は冷却水温度が下がっているときに行ってください。

・ やむを得ずラジエーターやリザーブタンクのキャップを外すときは適正温度
（80℃）に下がるのを待ち、厚手の布を重ねてキャップにかぶせ、徐々にキャッ
プをゆるめてください。

・ 冷却水は毒性があるので飲まないでください。また目に入った場合は直ぐに
洗い流してください。

・ 冷却水は引火性がありますので火気を近づけないでください。

マルチインジケーター付車

マルチディスプレイ付車

マルチインジケーター付車

マルチディスプレイ付車
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・ ラジエーター冷却用のファンが回ってい
ないときは、ただちにエンジンを止めて
ください。

 ④ エンジン本体が十分に冷えてから冷却水の
リザーブタンクおよび、ラジエーター内の
冷却水の量を点検し、不足している場合は
ラジエーターおよび、リザーブタンクに冷
却水を補充してください。また、ファンベ
ルトのゆるみ、損傷を点検してください。

 ⑤ ラジエーター、インタークーラーの前面に
ゴミなどが付着していないか、またコアを
塞いでいる物がないか点検し、付着してい
るときは洗浄 ･除去を行います。

 ⑥ 水漏れがあるとき、または冷却水量が適正
でなおかつ水漏れもないときは最寄りの《マ
ツダ販売店》へご連絡ください。

・ 冷却水を補給するときは、水温計の指針が中央より下側にあることを確認し
てから行ってください。エンジンが十分に冷えていないときの補給はエンジ
ン本体の故障や、破損を招くおそれがあります。

・ 緊急時に水道水だけを補充したときは、早めに冷却水の濃度を調整してくだ
さい。

・ オーバーヒートしたエンジンに急に水を補給すると、エンジン破損のおそれ
があります。エンジンを回転させながらゆっくりと補給してください。

冷却水   → 7-53 ページ参照
ファンベルト   → 7-65 ページ参照
ラジエーターコア、インタークーラーコ
アの洗浄   → 7-137 ページ参照
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油温計★

消防車
指針が 120℃以上を示しているときはエンジン
がオーバーヒート気味であることを示していま
す。負荷を軽くして運転します。
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ランプ（バルブ）類が点灯しないとき

 ① バルブ（電球）が球切れしていないか点検します。
 ② 球切れしているときは交換します。必ずスタータースイッチを“LOCK”位置

にし、各スイッチを“OFF”にしてから行ってください。
 ③ 球切れしていないときは、配線の異常などが考えられますので最寄りの《マツ

ダ販売店》へご連絡ください。

ランプ（バルブ）の容量

部位 ランプ名称
バルブの容量

標準キャブ ハイキャブ ･
ワイドキャブ

前側

ヘッド
ランプ
（前照灯）

ハロゲンヘッドランプ仕様車
ハイビーム /ロービーム

75/70W
（バルブ型式H4）

ディスチャージ
ヘッドランプ
仕様車★

ロービーム
（ディスチャージ）

35W
（バルブ型式D2R）

ハイビーム
（ハロゲン）

70W
（バルブ型式H1）

フォグランプ（前部霧灯）★ 55W
（バルブ型式H3）

ターンシグナルランプ（前面方向指示器） 21W（橙色）
クリアランスランプ（車幅灯） 5W
コーナリングランプ（側方照射灯）★ 21W
ターンシグナルランプ（側面方向指示器） 21W（橙色）

後側

テール /ストップランプ（尾灯 /制動灯） 5/21W
ターンシグナルランプ（後面方向指示器） 21W
バックアップランプ（後退灯） 21W
ナンバープレートランプ（番号灯） 10W

室内

ルームランプ（室内灯） 10W
リヤルームランプ（後席室内灯）★ 12W 10W
ステップランプ★ 5W
蛍光灯★ 10W 20W

※ 記載されていないランプ（バルブ）類の交換については、最寄りの《マツダ販売店》
にご相談ください。
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・ 指定容量（W）以外のランプ（バルブ）を使用するとランプ（バルブ）や配
線などの過熱により、レンズやケースなどが変形し、火災の原因となります。

・ 消灯直後のランプ（バルブ）類は高温になっています。ランプ（バルブ）類
を交換するときはやけどに注意し、十分に冷えたことを確認してから行って
ください。

・ ランプ（バルブ）類が不灯のまま走行しないでください。思わぬ事故を起こ
す原因になります。

・ ヘッドランプなどの対になっているランプ（バルブ）の片側が切れた場合、
もう一方のランプ（バルブ）も使用限度が近づいています。左右同時に交換
することをお奨めします。

・ ヘッドランプなどのランプ類（灯火装置）は、雨天での走行や洗車時に一時
的にレンズの内側が曇る場合があります。また、ランプ内と外気との温度差
によりレンズ内側に結露が発生する場合もあります。これは雨天時など窓ガ
ラスが曇る現象と同様で異常ではありません。またランプを点灯させしばら
く時間がたち曇りが取れれば異常ではありません。

ヘッドランプの交換
バルブが切れたときは指定容量（W）のバルブを取り付けます。また、取り付けの
ときは、ねじを締めすぎないようにご注意ください。

・ 指定容量以外のバルブに交換しないでください。特にターンシグナルランプ
（方向指示器）の場合、異常点滅になります。
・ ディスチャージヘッドランプのバルブ（電球）の交換は、最寄りの《マツダ
販売店》にご連絡ください。

・ ヘッドランプバルブを交換したときは、必ず光軸調整を最寄りの《マツダ販
売店》で行ってください。

ランプ（バルブ）の容量 
 → 8-16 ページ参照
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ハロゲンヘッドランプ仕様車 
（標準キャブ車）
 ① グリル中央のスクリューを外し、グリルを

引っぱりクリップを取り外します。
 ② ヘッドランプ下の突起（2か所）からシー

ルラバーを外し、フロントコンビランプ側
面のボルトを外します。

 ③ フロントドアを開け、ドアとキャブのすき
間よりプラスドライバーを使用してスク
リューを外します。

  スクリューはフロントコンビランプ取り付
け時に使用するのでなくさないように注意
してください。

( )( )
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 ④ フロントコンビランプ後側に手をかけ、車
両横方向に引っぱり位置決め用ツメ（2か
所）を外します。フロントコンビランプの
コネクターを外し、フロントコンビランプ
を取り外します。 
フロントコンビランプを取り外したとき、
ナットをなくさないように注意してくださ
い。

・ フロントコンビランプを車両前方に引っ
ぱると、位置決め用ツメ（2か所）やヘッ
ドランプの溝を破損するおそれがありま
す。

( )

( )
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 ⑤ ヘッドランプを止めているボルト 4本を緩
めてヘッドランプ本体を外します。

 ⑥ ヘッドランプコネクター、ヘッドランプレ
べリングコネクターを外し、ヘッドランプ
本体を取り外します。

・ ヘッドランプコネクターを外すときは、
バルブが動かないようにゴムカバーの中
央部を押さえながらコネクターを取り外
してください。ゴムカバーの中央部を押
さえずにヘッドランプコネクターを取り
外すとバルブが浮き上がり、コネクター
が外れたとき、クリップの反力によりリ
フレクターに叩きつけられバルブが破損
するおそれがあります。

��
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 ⑦ ゴムカバーを取り外し、バルブを固定して
いるクリップの下側を左右からつまみなが
ら、上にずらしてクリップのロックを外し
ます。

 ⑧ バルブを抜き出し、新品のバルブと交換し
ます。

・ バルブのガラス部に手を触れないでくだ
さい。ガラス部が汚れると球切れの原因
になります。

・ ゴムカバーを取り付けるときは、ゴムカ
バーの外周と内周をしっかり押し込み、ゴ
ムカバーとヘッドランプ本体および、バ
ルブに浮きがないように確実に取り付け
てください。ゴムカバーが浮いていると
ヘッドランプ内に水が浸入して故障する
原因になります。
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 ⑨ 取り付けは以下の順序で行います。
 a. ヘッドランプコネクターとヘッドランプ

レべリングコネクターを接続し、キャブ
側ブラケットの溝にヘッドランプの本体
をはめ、ヘッドランプ本体側のガイドピ
ンとキャブパネル側の穴を合わせランプ
の位置決めをし、ヘッドランプ固定用の
ボルト 4本を締め付けランプを取り付け
ます。

 b. フロントコンビランプを取り外したとき
に車両側ブラケットに残ったグロメット
を取り外します。

 c. フロントコンビランプを取り外したとき
に外したスクリューを使用してグロメッ
トをフロントコンビランプに取り付けま
す。

��

( )

( )

( )

( )
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 d. フロントコンビランプのコネクターを接
続し、位置決め用ツメ（2か所）を車両横
方向よりヘッドランプの溝に合わせて位
置決めします。 
ピンをブラケット中央に合わせ、車両後
方に回転させながら確実にピンをブラ
ケットに差し込みます。

  フロントコンビランプを押し込み、位置
決め用ツメ（2か所）と溝が確実にはまっ
ていることを確認したら、側面のボルト
を取り付け、シールラバーを取り付けま
す。

・ フロントコンビランプを車両前方に軽い
力で引っ張り確実に取り付けてあること
を確認してください。

 e. グリルをはめ込み、クリップを押しつけ
結合させ、グリル中央のスクリューを取
り付けます。
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ハロゲンヘッドランプ仕様車 
（ハイキャブ ･ワイドキャブ車）
 ① グリル中央のスクリューを外し、グリル上

部のクリップ（5か所）のツメを上に押し
上げてグリルを手前に引っぱり取り外しま
す。ターンシグナルランプのナットを外し
ます。

 ② フロントドアを開け、ドアとキャブのすき
間よりプラスドライバーを使用してスク
リュー（2か所）を外します。

 ③ ターンシグナルランプ全体を車両前方に斜
め下方向に取り外します。

( )( )
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 ④ ターンシグナルランプのコネクターを外し、
ターンシグナルランプを取り外します。

 ⑤ ヘッドランプ下の突起（2か所）からシー
ルラバーを外します。ボルト（4か所）を
外します。ヘッドランプコネクター、クリ
アランスランプ本体、ヘッドランプレベリ
ングコネクターを外し、ヘッドランプ本体
を取り外します。

・ ヘッドランプコネクターを外すときは、
バルブが動かないようにゴムカバーの中
央部を押さえながらコネクターを取り外
してください。ゴムカバーの中央部を押
さえずにヘッドランプコネクターを取り
外すとバルブが浮き上がり、コネクター
が外れたとき、クリップの反力によりリ
フレクターに叩きつけられバルブが破損
するおそれがあります。

��
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 ⑥ ゴムカバーを取り外し、バルブを固定して
いるクリップの下側を左右からつまみなが
ら、上にずらしてクリップのロックを外し
ます。

 ⑦ バルブを抜き出し、新品のバルブと交換し
ます。

 ⑧ バルブの交換後、取り付けは取り外しと逆
の順序で行います。

・ バルブのガラス部に手を触れないでくだ
さい。ガラス部が汚れると球切れの原因
になります。

・ ゴムカバーを取り付けるときは、ゴムカ
バーの外周と内周をしっかり押し込み、ゴ
ムカバーとヘッドランプ本体および、バ
ルブに浮きがないように確実に取り付け
てください。ゴムカバーが浮いていると
ヘッドランプ内に水が浸入して故障する
原因になります。

ディスチャージヘッドランプ仕様車★

・ ディスチャージランプ関連部品は改造、分解しないでください。点灯時、ラ
ンプ内のバルブには高電圧がかかり、ハーネスに高圧電流が流れますので、
感電するおそれがあります。

・ ディスチャージランプが点灯しなくなったときには分解、修理等しないで最
寄りの《マツダ販売店》にご連絡ください。むやみに分解、修理すると感電
することがあり、故障の原因にもなります。

・ 点灯中のランプを間近で見ないでください。紫外線障害や視覚障害の原因と
なることがあります。

・ ランプの点灯・消灯を頻繁に繰り返さないでください。ディスチャージラン
プ関連部品の寿命を短くします。
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クリアランスランプ、ターンシグナルランプ、コーナリングランプの交換

標準キャブ車
 ① “ハロゲンヘッドランプ仕様車（標準キャブ

車）”を参照し、フロントコンビランプを外
します。

ハロゲンヘッドランプ仕様車
（標準キャブ車）  → 8-18 ページ参照

 ② ソケットを左に回して外し、ターンシグナ
ルランプとコーナリングランプ★は、バル
ブ（電球）を押しながら左に回して取り外
します。クリアランスランプのバルブ（電
球）は、ソケットから抜き出してください。
新品のバルブと交換し、ソケットは右に回
して確実にロックしてください。

・ ロックが不十分な場合はランプ内に水が
浸入して故障するおそれがあります。

クリアランスランプの交換 
（ハイキャブ ･ワイドキャブ車）
 ① “ハロゲンヘッドランプ仕様車（ハイキャブ

･ワイドキャブ車）”を参照し、ヘッドラン
プ本体を外します。

ハロゲンヘッドランプ仕様車
（ハイキャブ ･ワイドキャブ車） 
 → 8-24 ページ参照

( )

( )

( )

( )
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 ② クリアランスランプソケットからバルブを
抜き取り、新品のバルブと交換します。

 ③ 取り付けは以下の点に注意して、逆の順序
で行います。

 ・ コネクターを右に回して確実にロックし
ます。

・ ロックが不十分な場合はランプ内に水が
浸入して故障するおそれがあります。

ターンシグナルランプの交換 
（ハイキャブ ･ワイドキャブ車）
 ① “ハロゲンヘッドランプ仕様車（ハイキャブ

･ワイドキャブ車）”を参照し、ターンシグ
ナルランプ全体を車両前方に斜め下方向に
取り外します。

ハロゲンヘッドランプ仕様車
（ハイキャブ ･ワイドキャブ車） 
 → 8-24 ページ参照
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 ② ターンシグナルランプのコネクターを外し、
ターンシグナルランプを取り外します。

 ③ ソケットからバルブを取り外し、新品のバ
ルブと交換します。

 ④ 取り付けは以下の点に注意して、逆の順序
で行います。

 ・ ソケットを右に回して確実にロックしま
す。

・ ロックが不十分な場合はランプ内に水が
浸入して故障する原因があります。

サイドターンシグナルランプの交換 
（標準キャブ車）
 ① スクリュー 1本を外し、サイドターンシグ

ナルランプをベースごと車両前方にずらし
ながら取り外します。
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 ② ベースのフックからハーネスを外し、ソケッ
トを左に回して取り外します。バルブは押
し込んで左に回して取り外します。

 ③ 取り付けは以下の点に注意して逆の手順で
行います。

 ・ ソケットを右に回して確実にロックしま
す。

・ ロックが不十分な場合はランプ内に水が
浸入して故障するおそれがあります。

コーナリングランプ、 
サイドターンシグナルランプの交換 
（ハイキャブ ･ワイドキャブ車）
 ① フロントドアを開け、ドア下部にあるゴム

キャップを取り外し、ナットを取り外しま
す。
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 ② コーナリングランプ、サイドターンシグナ
ルランプを車両前方にずらします。 
ランプ後側のツメをドアパネルから外しま
す。

・ ランプ後側のツメを外す際に、ランプ後
部を引き出しすぎると、ランプ前側のツ
メを破損するおそれがあります。

 ③ 後側のツメが外れたら、ランプを車両後方
にずらし、ランプ前側のツメを外します。
ランプを手前に引き、取り外します。

 ④ ソケットを左に回して取り外します。
 ⑤ ソケットからバルブを取り外し、新品のバ

ルブと交換します。
 ⑥ 取り付けは以下の点に注意して行います。
 a. ソケットを右に回して確実にロックしま

す。

・ ロックが不十分な場合はランプ内に水が
浸入して故障するおそれがあります。

( )

( )

( )

( )

( )( )
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 b. ランプ後部裏側のツメをドアパネルに差
し込みます。

 c. ランプの前側をドアパネルに押しつけ、
ランプ前部裏面のツメをドアパネルに差
し込みます。

 d. フロントドアを開け、内側からナットを
締付け、ゴムキャップを取り付けます。
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フォグランプの交換
 ① キャブをチルトして持ち上げてください。

・ キャブチルト中はロックが解除しないようキャブステーのロックに触れない
ように注意してください。

・ キャブチルトは、平らな場所で行ってください。
・ 屋内などでキャブチルトするときは、前方および天井との空間を十分とって
ください。

・ キャブチルトするときは、ドアを確実に閉め、キャブチルト中の開閉は、で
きるだけおやめください。

・ キャブチルトしたときは、チルトステーのロック Eが確実に固定されたこと
を確認してください。

・ インストルメントパネル、シート、カップホルダー、床面にものを置いたまま、
キャブチルトをしないでください。

・ バンパー上面に着氷、着雪時に、キャブチルトするときは、必ず氷や雪を取
り除いてから行ってください。バンパー、ヘッドランプ、バックパネルトレイ、
その他の部品を破損するおそれがあります。

・ やむをえずキャブをチルトしたままでドアを開閉する場合は、ドアの重さを
確実に支え、ゆっくり開閉してください。開閉途中にドアから手を放すこと
は非常に危険です。ドアが当たってケガをしたり、ドアを損傷するおそれが
あります。ドアを閉めた後には、確実に閉まっていることを確認してください。

  キャブチルト★ → 7-18 ページ参照
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 ② カバーを左に回して取り外します。バルブ
を固定しているクリップを押しながら下の
方へずらします。カバーに固定されている
コネクターを固定クリップを損傷しないよ
うに注意しながら外し、端子を抜きます。

 ③ バルブを抜き出し、新品のバルブと交換し
ます。

・ バルブのガラス部に手を触れないでくだ
さい。ガラス部が汚れると球切れの原因
になります。

 ④ 取り付けは以下の点に注意して、逆の順序
で行います。

 ・ バルブは上下に異なる切り欠き（丸・四角）
があるので向きに注意して取り付けます。

 - 左右共：丸い切り欠きが上
 ・ カバーを右に回してロックします。

カバーをロックするとき、カバー内部の
ハーネスを噛み込まないように注意しま
す。

・ ロックが不十分な場合はランプ内に水が
浸入して故障するおそれがあります。
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リヤターンシグナルランプ、テールランプ＆ストップランプ、バックアップランプの交換

角型ランプ装着車
 ① ねじを緩めてレンズを外します。
 ② バルブ（電球）を押しながら左に回して外

します。
 ③ 取り付けは、取り外しと逆の順序で行いま

す。

タイプ 1タイプ 1

タイプ 2
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丸型ランプ装着車
 ① リヤターンシグナルランプ、テール＆ストッ

プランプは、ねじを緩めてレンズを外しま
す。バックアップランプは、ランプの裏か
らソケットを取り外します。

 ② バルブ（電球）を押しながら左に回して外
します。

 ③ 取り付けは、取り外しと逆の順序で行いま
す。

ナンバープレートランプの交換
 ① ねじを緩めてカバーを外します。
 ② レンズ取り付けねじを緩めレンズを外しま

す。
 ③ バルブ（電球）を押しながら左に回して外

します。
 ④ 取り付けは、取り外しと逆の順序で行いま

す。

ルームランプの交換

標準キャブ車
 ① レンズをマイナスドライバーなどで外し、

バルブを引き抜いて外します。
 ② 取り付けは、取り外しと逆の順序で行いま

す。

リヤターンシグナルランプ（後
面方向指示器）、 テール＆ストッ
プランプ（尾灯＆制動灯）

リヤターンシグナルランプ（後
面方向指示器）、 テール＆ストッ
プランプ（尾灯＆制動灯）

バックアップランプ（後退灯）バックアップランプ（後退灯）
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標準キャブ車SE-Custom仕様
 ① レンズを外し、バルブ（電球）を引き抜い

て外します。
 ② 取り付けは、取り外しと逆の順序で行いま

す。

ハイキャブ ･ワイドキャブ車
 ① レンズを外し、バルブ（電球）を引き抜い

て外します。
 ② 取り付けは、取り外しと逆の順序で行いま

す。

リヤルームランプの交換★

標準キャブ車
 ① レンズをマイナスドライバーなどで外し、

バルブ（電球）を押しながら左に回して外
します。

 ② 取り付けは、取り外しと逆の順序で行いま
す。
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ハイキャブ ･ワイドキャブ車
 ① レンズを外し、バルブ（電球）を引き抜い

て外します。
 ② 取り付けは、取り外しと逆の順序で行いま

す。

ステップランプの交換★

標準キャブ車
 ① クリップのねじを緩め、クリップを引き抜

きます。（ねじを完全に抜かなくても、クリッ
プを引き抜くことができます。）

 ② ステップランプ本体を外し、ソケットを左
に回して外します。

 ③ バルブ（電球）を引き抜いて外します。
 ④ 取り付けは、取り外しと逆の順序で行いま

す。

ハイキャブ ･ワイドキャブ車
 ① レンズのねじを緩め、レンズを取り外しま

す。
 ② ステップランプ本体を外し、バルブ（電球）

を引き抜いて外します。
 ③ 取り付けは、取り外しと逆の順序で行いま

す。
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蛍光灯の交換★

標準キャブ車
 ① ねじを 1本緩めて、レンズを外し、蛍光管

をまわして外します。

・ 蛍光灯を使用直後にインバーターにふれ
るとヤケドをするおそれがあります。蛍光
管などの交換をするときは、インバーター
が冷えるまで待ってから行ってください。

・ 蛍光灯を交換するときは、スイッチを
“OFF”にしてください。 
スイッチが“ON”のまま蛍光灯を交換す
ると感電するおそれがあります。

 ② 取り付けは、取り外しと逆の順序で行いま
す。

ハイキャブ ･ワイドキャブ車
 ① カバーを開け、クリップを外します。
 ② レンズを外し、蛍光管をまわして外します。

・ 蛍光灯を使用直後にインバーターにふれ
るとやけどをするおそれがあります。蛍光
管などの交換をするときは、インバーター
が冷えるまで待ってから行ってください。

・ 蛍光灯を交換するときは、スイッチを
“OFF”にしてください。 
スイッチが“ON”のまま蛍光灯を交換す
ると感電するおそれがあります。

 ③ 取り付けは、取り外しと逆の順序で行いま
す。
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ヒューズとリレーの交換

ランプが点灯または点滅しない場合や、電気系統の装置が作動しないときはヒュー
ズが切れていないかを点検します。

ヒューズとリレーの位置
ヒューズはインストルメントパネル中央下部およ
び、左側キャブ後方にあります。点検、交換はカ
バーを開けて行います。また、キャブ後方リレー
ボックスもカバーを開けて、点検、交換してくだ
さい。

ヒューズの交換
 ① ヒューズ交換は、スタータースイッチを
“LOCK”位置にし、パーキングブレーキを
引いてから実施してください。

 ② ヒューズにヒューズプーラーを差し込んで
引き抜きます（ヒューズプーラーは室内の
ヒューズボックス内にあります）。
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 ③ ヒューズが左図の右側のようでしたら、
ヒューズ切れです。予備ヒューズと交換し
てください。（予備ヒューズはグローブボッ
クス内ヒューズボックスにあります。）

・ ヒューズは必ず指定容量のものを使用して
ください。指定容量以外のものや、針金、
銀紙などを使用すると故障や火災の原因に
なります。

・ 交換したヒューズがすぐ切れるときや、
ヒューズ切れの原因がわからないときは、
最寄りの《マツダ販売店》へご連絡くださ
い。

・ スタータースイッチが“ON”位置のとき
やHSA作動中の駐 ･停車時などはヒュー
ズの点検、交換はしないでください。思わ
ぬ事故や故障の原因になります。

・ ヒューズの点検は平坦な場所で、輪止めな
どを使用して行ってください。

リレーの交換
リレーを交換するときは最寄りの《マツダ販売店》
にご相談ください。

・ 故障時以外、開閉の必要はありません。
・ 万一、カバーの上に水や、ジュースなど
をこぼしたときはこれらがリレーボック
ス内に落下しにくい構造になっています
が、カバーを開ける前にまず、ふき取っ
てください。

・ 走行中、カバー周辺が温かくなることが
ありますが、異常ではありません。
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ヒューズ、リレーの配置
ヒューズ配置（キャブ内）

B-1

B-2

B-3

B-4

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

31 32 33

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

No. ヒューズ名称 容量
1 コーナリングランプ 10A
2 パワーウインドー（リア） 20A
3 ルームランプ、ラジオ 15A
4 ドアロック 15A
5 フォグランプ 10A
6 パワーウインドー 20A

7 ヘッド、テールランプリレー
バックアップランプ 10A

8 ワイパー、ウォッシャー 15A
9 ヘッドランプ　LO　左 10A
10 格納ミラー、シガライター 15A
11 ヘッドランプ　LO　右 10A
12 ストップランプ 10A
13 コントローラー（バッテリー） 10A

No. ヒューズ名称 容量

14 ヘッドランプ　HI　左 10A
15 ヘッドランプ　HI　右 10A
16 ミラーヒーター 15A
17 オプション 15A
18 エレクトリック（IG） 10A
19 SRSエアバック 10A

20 ECM（ディーゼル）ECM、スムーサー（CNG） 10A

21 メーター、コントローラー 10A
22 ラジオ 15A
23 ― ―
24 スターター 10A
25 ホーン 15A
26 ターンシグナルランプ、ハザード 15A
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No. ヒューズ名称 容量
27 テールランプ 10A
28 イルミネーションランプ 10A
29 ― ―
30 ブロアモーター 20A
31 スペアヒューズ 10A
32 スペアヒューズ 15A

No. ヒューズ名称 容量
33 スペアヒューズ 20A

B-1 アイドリングストップ、スムーサー 10A

B-2 電気式 PTO 20A
B-3 ハイブリッドPTO 20A
B-4 ― ―
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リレー配置（キャブ内）

21

22

1 4

17

18

19

20

5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15

16

2

23

24

3

No. リレー名称
1 ストップランプ
2 ブロアモーター
3 ワイパー キーON
4 ドアロック（ロック）
5 ISSスタート2
6 ワイパー メイン
7 ホーン
8 ワイパー HI/LO
9 フォグランプ
10 コーナリングランプ
11 ドアロック（アンロック）
12 パワーウインドー
13 ヘッドランプ LO

No. リレー名称

14 4WD
15 ヘッドランプ HI
16 テールランプ
17 HSA カット
18 ISSスタート1
19 パワーウインドー（リヤ）

20
PTOメイン※1

アイドルキープ※2

21 INDランプ※2

22 シフトコントロールソレノイド※2

23 アクセサリー
24 イグニッション メイン

※ 1：電気式PTOコントロール車
※ 2：フライホイールPTO消防車
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ヒューズ、リレー配置（キャブ外）

8

10

11

9

1

1

2

3

4 5

4 5 6 7

2 3

No. リレー名称
1 スターター
2 ECM
3 スターター 2
4 A/Cコンプレッサー
5 コンデンサーファン
6 スターターカット
7 マーカーランプ
8 ギヤシフター（Smoother-Ex 車）
9 グロー
10 A/Cコンプレッサーカット
11 燃料ヒーター

No. ヒューズ名称 容量
1 マーカーランプ 10A
2 燃料ヒーター 15A
3 ECMメイン 10A
4 サービス電源 10A
5 A/C 15A
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スローブローヒューズが溶断したとき

スローブローヒューズは電気回路の保護を目的と
し、万一の故障時交換を早くできるように配置さ
れています。 
バッテリーからの電気回路に許容以上の負荷がか
かると、ワイヤリングハーネスが損傷する前に、
スローブローヒューズが溶断し、電気回路を保護
します。

点検
ヘッドライトやその他の電気系統の装置が作動せ
ず、ヒューズにも問題がない場合は、スローブロー
ヒューズを点検してください。 
スローブローヒューズが左図のようになっている
場合は、ヒューズが溶断しています。 
ただちに最寄りの《マツダ販売店》へご連絡くだ
さい。

・ スローブローヒューズは必ず指定容量のものを使用してください。指定容量
以外のものや、針金、銀紙などを使用すると故障や火災の原因になります。

・ 交換したスローブローヒューズがすぐ溶断するときや、溶断の原因がわから
ないときは、最寄りの《マツダ販売店》へご連絡ください。

・ スタータースイッチが“ON”位置のときやHSA作動中の駐 ･停車時などは
スローブローヒューズの点検、交換はしないでください。思わぬ事故や故障
の原因になります。

・ スローブローヒューズの点検は平坦な場所で、輪止めなどを使用して行って
ください。
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・ 故障時以外、開閉の必要はありません。
・ 万一、カバーの上に水や、ジュースなどをこぼしたときはこれらがリレーボッ
クス内に落下しにくい構造になっていますが、カバーを開ける前にまず、ふ
き取ってください。

・ 走行中、カバー周辺が温かくなることがありますが、異常ではありません。

事故をおこしたとき

落ち着いて次の処置をとってください。
 ① 事故の続発を防ぎます。 

ハザードランプ（非常点滅灯）を点滅させて、すぐに安全で交通の妨げになら
ない場所（路肩、路側帯）に車を移動し、エンジンを停止させます。

 ② 負傷者の救護 
負傷者がいる場合は医師、救急車などが到着するまで可能な応急手当をしてく
ださい。特に頭部にケガをしているときは、そのまま動かさないようにしてく
ださい。事故の続発の危険があるときは、安全な場所へ移動させてください。

 ③ 警察への連絡 
事故の発生場所、状況、負傷者とその負傷の程度を連絡し、指示を受けてくだ
さい。

 ④ 相手方の確認（住所、氏名、電話番号）と事故状況の確認
 ⑤ ご購入された販売店、保険会社への連絡

・ 小さな事故、軽いケガでも必ず警察へ届け医師の診察を受けてください。特に、
頭部への衝撃を受けたときは、外傷がなくても後になって後遺症が出るおそ
れがあります。

悪路に落ち込んだとき

むやみにアクセルペダルを踏むと、穴が深くなり、
かえって脱出が困難になります。
タイヤの下に石や木または毛布などをあてがい脱
出するか、前進、後退を繰り返し、慣性を利用し
て脱出します。
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けん引するとき

故障車の移動はできるだけ専門業者にレッカー車などを依頼してください。やむを
得ないときは次の手順で行ってください。

・ プロペラシャフトを外すときは、必ず輪止めをしてください。車両が動き出
し重大な事故を引き起こすおそれがあります。

・ マニュアルトランスミッション車の場合、シフトレバーを“N”位置にし、車
速 40km/h 以下、走行距離 10km 以内でけん引してください。また 4WD車
では、必ず 2WDに切り替え、フリーホイールハブは解除の状態にして、け
ん引してください。上記の場合を除いては、トランスミッション保護のため
プロペラシャフトを外してのけん引をお願いします。

・ Smoother-Ex 車の場合、シフトレバーを“N”位置にしシフトインジケーター
に“N”が表示されていることを確認し、車速 40km/h 以下、走行距離 10km
以内でけん引してください。 
シフトインジケーターに“N”が表示されない場合は、トランスミッション
保護のためプロペラシャフトを外してのけん引をお願いします。

・ なるべくエンジンを始動した状態でけん引してください。 
エンジンが始動されていないと
- ブレーキの効きが悪くなります。
- ハンドル操作が重くなります。
- ハンドルがロックされハンドル操作ができなくなり大変危険です。（キーを
抜いてしまっているとき。）

・ ASR 装着車は、前輪または後輪を上げてスタータースイッチを“ON”位置
にしてけん引するときは、ASRの機能を停止させてください。停止させずに
けん引すると、ASRが作動し、思わぬ事故の原因になります。

ASR OFF スイッチ  → 4-126 ページ参照
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 ① 車をけん引するまたはけん引される場合は、
車両の前後にある、けん引フックにロープ
を同じ側にしっかりかけます。

 ② ロープは 5m 以内にして中間に白い布
（30cm平方以上）をつけます。

 ③ けん引中は、けん引車のストップランプ（制
動灯）によく注意して、ロープをたるませ
ないようにし、強いショックや横方向への
力を与えないように注意します。

・ 15°以上の角度でけん引しないでくださ
い。各部に無理がかかり車を破損するお
それがあります。

・ けん引フックにロープをかけてください。
けん引フック以外の部分を使ってけん引
すると、車を破損するおそれがあります。

・ けん引するときは、けん引ロープやフッ
クの近くに人がいないことを確認して、
けん引してください。ロープなどの破損
によって、近くにいる人がケガをするお
それがあります。

・ けん引フックは、良路で自車相当の車を
けん引したり、されたりするために使用
します。

・ 溝やぬかるみなどに入ったときは、積み
荷を降ろし、フックでのけん引をさけて
アクスルでけん引します。

・ HSA 装着車ではHSA OFF スイッチを押
し、HSAを解除してください。

【こんなときはレッカー車に連絡を】
・ 長い坂道を下るときブレーキが過熱し、効かなくなるおそれがあります。
・ トランスミッション、デファレンシャルが故障したとき。
・ 高速道路で故障したとき。

  HSA OFF スイッチ → 4-107 ページ参照

フロント側

リヤ側

フロント側

リヤ側

15

15

15

15

15

15

15

15
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あ
アイドリングコントロールノブ★ 4-67

アクセサリーソケット（24V）★ 5-24

悪路に落ち込んだとき 8-47

アナログタコグラフ★ 4-8

アワーメーター★ 4-12

安全 ･安心のこころがけ 6-2

アンテナ★ 5-36

う
ウインドーウォッシャー液 7-118

運転をするときは 2-16

運転をする前に 2-2

え
エアクリーナ 7-66

エアコンフィルター 5-16

エンジンオイル 7-47

エンジンオイルフィルター 7-51

エンジンの始動方法 4-2

エンジンの状態 7-46

エンジンの停止方法 4-5

エンストをして再始動ができなくなったとき
 8-5

お
オートエアコン★ 5-9

オーバーヒートしたときは（水温計を含む）
 8-13

オイルパンヒーター用コンセント★ 5-22

お車の故障を防ぐために 2-40

お子様を乗せるときは 2-14

音声警報★ 4-65

か
カードホルダー 5-27

夏季の注意 6-13

カップホルダー 5-31

寒冷時の注意 6-14

き
キー 3-2

キーレスエントリー★ 3-4

キャブチルト★ 7-18

く
クーラーガス（冷媒量） 5-18

クラッチ★ 7-98

クラッチフルード★ 7-99

グローブボックス（小物入れ）★ 5-28

け
警告灯/ 表示灯 4-39

警告灯/ 表示灯配置 4-13

警告灯/ 表示灯目次 0-17

警告ブザーが鳴ったとき 8-12

警告ラベルについて 0-24

警報音★ 4-64

けん引するとき 8-48

こ
工具箱★ 3-24

こんなときには《マツダ販売店》へ 2-42

こんなときは気をつけて 2-37

コンビニフック 5-33

コンビネーションスイッチ 4-69

さ
サービスコネクターについて 7-40

左折＆バック音声警報ON/OFFスイッチ★
 4-78

サンバイザー（日よけ）★ 5-22
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し
シート 3-25

シートサイドトレイ★ 5-30

シートバックトレイ★ 5-31

シートバックポケット 5-29

シートベルト 3-33

シガレットライター★ 5-23

事故をおこしたとき 8-47

シフトレバー 4-82

シフトレバーが“P”の位置から
動かなくなったとき 8-7

車外の手入れ 7-130

車載工具 7-7

車台番号･エンジン番号 1-3

ジャッキ 7-9

車内の手入れ 7-134

手動式ウインドー★ 3-17

純正油脂類 7-6

乗降について 3-14

す
水温計（テンプメーター） 4-10

スタータースイッチ 4-66

ステップランプ★ 5-21

スピードメーター（速度計） 4-7

スペアタイヤ 7-97

スローブローヒューズが溶断したとき 8-46

せ
制動力アシスト機能★ 4-124

整備基準値一覧 7-23

前回の運転で異常のあった箇所の点検 7-43

センターコンソールボックス（小物入れ）★
 5-29

そ
走行中エンジンが停止したとき 8-4

走行中、車が故障したとき 8-2

走行について 6-2

た
タイヤ 7-85

タイヤ空気圧一覧 7-24

タイヤチェーンの取り扱い 6-18

タイヤの交換 7-90

タイヤのローテーション 7-89

タコメーター（エンジン回転計） 4-9

暖機スイッチ 4-68

ち
駐停車時の注意 6-12

駐 ･停車するとき 2-32

チルト＆テレスコピックステアリング
（上下、前後調整式ハンドル） 3-29

て
定期交換部品一覧 7-34

定期点検整備一覧 7-33

デファレンシャルオイル 7-107

点検口★ 7-14

点検整備について 7-4

点検 ･調整をするときの注意 7-5

電動格納ミラースイッチ★ 4-77

と
ドアの開閉 3-7

ドラムブレーキ 7-84

トランスファーオイル★ 7-110

トランスミッションオイル 7-100

に
荷台★ 3-21

日常（運行前）点検 7-42

ね
燃料給油口 3-19

燃料切れしたとき 8-10

燃料フィルター 7-70
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は
パーキングブレーキ 7-83

パーキングブレーキレバー 4-80

排気管噴射ノズル 7-77

廃棄部品、廃棄油脂液類 7-6

排気ブレーキスイッチ★ 4-73

ハイキャブ・ワイドキャブ車（イラスト目次）
 0-11

灰皿 5-25

ハザードスイッチ 4-72

発炎筒（緊急保安炎筒） 8-2

バックパネルトレイ（小物入れ）★ 5-32

バックブザーOFFスイッチ★ 4-78

バッテリー 7-122

バッテリーがあがったとき 8-8

パワーウインドー★ 3-15

パワーステアリング液 7-113

ハンガーフック★ 5-32

パンクしたとき 8-4

ひ
ヒーター/マニュアルエアコン 5-3

ヒューズとリレーの交換 8-40

標準キャブ車（イラスト目次） 0-6

ふ
ファンベルト 7-65

フォグランプスイッチ★ 4-72

吹き出し口 5-2

踏切内で動けなくなったとき 8-6

プリテンショナー付シートベルト＆
SRSエアバッグシステム 4-145

プリテンショナー付シートベルト＆
SRSエアバッグシステムについて 2-48

ブレーキ 7-80

ブレーキ液 7-81

ブレーキが効かなくなったとき 8-6

フロントPTOギヤオイル（消防車）★ 7-114

フューエルメーター（燃料計） 4-11

へ
ペダル類 4-79

ヘッダートレイ★ 5-30

ヘッドランプレベリングスイッチ★ 4-71

ほ
ホーンボタン 4-75

ポケット（小物入れ）★ 5-27

保証について 1-2

ま
マツダ純正部品について 1-2

マルチインジケーター★ 4-30

マルチディスプレイ★ 4-15

み
ミラー 3-30

ミラーヒータースイッチ★ 4-77

め
メーターの見かた（メーター配置） 4-6

メンテナンスデータ一覧 7-22

ゆ
油温計★ 4-12

ら
ラジエーターコア、インタークーラーコアの
洗浄 7-137

ラジオ（AM）★ 5-37

ラジオ（AM/FM）★ 5-42

ラジオ（AM/FM）/USBプレーヤー★ 5-50

ラジオ（AM/FM･CD/USBプレーヤー付）★
 5-66

ラジオ、CDを上手にお使いいただくために
 5-34

ランプ（灯火装置）･
ターンシグナルランプ（方向指示器） 7-121

ランプ（バルブ）類が点灯しないとき 8-16
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9-4

さ
く
い
ん

さくいん

る
ルームランプ（室内灯） 5-19

れ
冷却水 7-53

わ
ワイパー･ウォッシャースイッチ 4-74

ワイパーブレード 7-119

A
ABS ★ 4-121

ASR ★ 4-125

C
CD/USBプレーヤー（AM/FMラジオ付）★
 5-66

D
DPD 4-155

DPD（ディーゼル･パティキュレート･
ディフューザー） 7-77

DPDについて 2-45

E
EBD ★ 4-124

ECONOモードスイッチ★ 4-76

ecostop（エコストップ）★ 4-113

H
HSA（坂道発進補助装置）★ 4-106

O
OKウインドー★ 3-18

P
PTO ★ 4-131

S
Smoother-Exクラッチオイル★ 7-104

Smoother-Ex 車★ 4-86

Smoother-Ex 車について★ 2-27

4
4WD車★ 4-128

4WD車の走行について 2-30
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